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編 2 校 に
元
仁
淀
川
町
消
防
団
長
藤

原
芳
男
氏
が
、
消
防
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
。

藤
原
氏
は
、
昭
和
37
年
９

月
に
吾
川
村
消
防
団
団
員
に

任
命
さ
れ
て
以
来
、
47
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
消
防
活
動

の
使
命
の
重
要
性
を
よ
く
認

識
し
消
防
団
活
動
に
従
事
、

本
町
消
防
団
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
。

震
災
よ
り
半
年
が
経
過
、

６
月
議
会
後
、
宮
城
県
よ
り

応
援
職
員
の
派
遣
依
頼
が
あ

り
、
６
月
24
日
か
ら
延
べ
６

人
を
派
遣
。

現
在
５
人
が
任
務
を
終

え
、
１
人
が
９
月
16
日
ま
で

勤
務
す
る
予
定
。

８
月
に
は
、
大
崎
診
療
所

医
師
１
人
も
登
米
市
津
山
診

療
所
に
て
診
療
に
あ
た
っ
た
。

６
月
下
旬
に
発
売
。

購
入
者
、
吾
川
地
区
122
人
、

池
川
地
区
123
人
、
仁
淀
地
区

128
人
、
１
人
あ
た
り
平
均
購

入
額
、
７
万
８
千
円
余
り
。

将
来
的
に
地
域
保
険
と
し

て
、
一
元
化
運
用
を
図
る
観

点
か
ら
、
今
後
５
年
間
を
め

ど
に
後
期
高
齢
者
を
国
保
に

移
し
、
都
道
府
県
単
位
で
財

政
運
営
。

第
２
段
階
で
は
、
全
国
一

律
に
全
年
齢
を
対
象
と
し
た

市
町
村
国
保
の
都
道
府
県
単

位
化
を
図
る
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。

新
隊
員
の
面
接
を
、
８
月

28
日
に
行
い
、
京
都
市
と
東

京
都
の
20
代
と
30
代
の
男
性

２
人
の
採
用
を
決
定
。

安
居
公
園
、
自
然
と
渓
谷

ふ
れ
あ
い
の
郷
運
営
委
員
会

よ
り
、
宝
来
荘
な
ど
、
安
居

渓
谷
森
林
総
合
施
設
の
管
理

を
、
本
年
度
を
も
っ
て
辞
退

す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、

同
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
見

直
し
の
必
要
が
生
じ
た
。

本
年
度
限
り
で
廃
止
、
来

年
度
よ
り
児
童
手
当
を
拡
充
。

10
月
か
ら
３
歳
児
未
満
に

月
額
１
万
５
千
円
、
３
歳
か

ら
小
学
校
卒
業
ま
で
の
第
１

子
と
第
２
子
に
は
１
万
円
、

第
３
子
以
降
に
は
１
万
５
千

円
、
中
学
生
に
は
一
律
１
万

円
を
支
給
。

23
年
春
の
叙
勲

東
日
本
大
震
災

地
域
流
通
商
品
券

国
民
健
康
保
険

地
域
お
こ
し
協
力
隊

指
定
管
理

子
ど
も
手
当

藤
原
芳
男
氏
（
元
名
野
川
分
団
）

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

藤原芳男・ミサ子夫妻

大石弘秋町長 行政報告
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復
旧
工
事
の
発
注
が
で
き
る

よ
う
県
に
要
望
。

森
で
発
生
し
た
国
道
439

号
、
９
月
中
旬
、
国
の
災
害

査
定
が
行
わ
れ
る
。

名
野
川
、
国
道
33
号
線
復

旧
工
事
は
、
年
内
に
完
成
予

定
。町

道
寺
村
大
板
線
、
来
年

２
月
末
の
完
成
を
目
指
す
。

町
道
岩
柄
線
は
、
10
月
中

旬
の
完
成
予
定
。

実
質
公
債
費
比
率
は
昨
年

よ
り
2.8
％
下
回
る
10.6
％
と
な

り
基
準
の
比
率
を
下
回
っ
て

い
る
。

特
別
会
計
や
企
業
会
計
と

併
せ
た
連
結
決
算
も
昨
年
度

よ
り
健
全
な
状
態
で
あ
る
。

９
月
16
日
に
受
付
を
終
了

し
、
10
月
17
日
に
全
国
統
一

試
験
に
よ
り
第
１
次
試
験
を

実
施
す
る
。

ち
上
げ
、
具
体
的
な
検
討
に

着
手
。

43
年
を
経
過
し
た
建
物
は

老
朽
化
が
著
し
く
、
維
持
補

修
費
の
増
大
、
耐
震
診
断
で

は
、
大
地
震
の
強
い
揺
れ
に

は
耐
え
ら
れ
な
い
と
の
判
定

結
果
が
出
て
い
る
。

学
校
再
編
と
の
調
整
が
必

要
と
な
る
が
、「
吾
川
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
」
及
び
「
大
崎
保

育
所
周
辺
の
町
有
地
」
の
２

カ
所
を
建
設
候
補
地
と
し
て

検
討
を
進
め
た
い
。

町
内
の
林
産
、
製
材
事
業

者
７
業
者
が
設
立
発
起
人
と

な
り
、
事
業
協
同
組
合
の
設

立
に
立
ち
上
が
り
、
県
の
認

可
申
請
に
向
け
作
業
を
進
め
、

10
月
上
旬
設
立
を
予
定
。

組
合
設
立
後
、(
株)
ソ
ニ

ア
と
交
渉
・
調
整
の
上
、
施

設
を
譲
り
受
け
、
事
業
を
開

始
す
る
計
画
。

百
川
内
、
国
道
494
号
の
災

害
は
、
７
月
25
日
か
ら
片
側

交
互
通
行
を
開
始
、
年
内
に

８
月
９
日
、
学
校
再
編
検

討
委
員
会
よ
り
中
間
報
告
を

受
け
た
。

各
位
の
意
見
を
踏
ま
え
、

二
子
野
、
遅
越
地
区
よ
り
東

の
旧
吾
川
村
大
崎
地
域
以
北

の
北
校
区
と
、
崎
の
山
地
区

よ
り
西
の
旧
吾
川
村
名
野
川

地
域
以
南
の
南
校
区
と
し
、

現
在
の
池
川
中
学
校
及
び
仁

淀
中
学
校
を
活
用
し
、
町
の

骨
格
と
な
る
２
校
を
創
設
。

地
域
と
共
に
育
て
「
仁
淀

川
町
の
新
し
い
中
学
校
づ
く

り
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
基

づ
き
、
２
校
で
の
切
磋
琢
磨
、

連
携
に
よ
る
教
育
の
質
の
向

上
を
図
り
、
早
い
時
期
に
２

校
の
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
る
よ

う
要
請
し
た
い
。

小
学
校
再
編
は
、
中
学
校

の
２
校
体
制
を
ベ
ー
ス
に

「
本
町
の
小
学
校
づ
く
り
」
の

協
議
を
進
め
た
い
。

地
域
住
民
や
各
団
体
代
表

13
人
に
、
議
会
代
表
３
人
の

16
人
で
「
仁
淀
川
町
役
場
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
」
を
立
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中 学 校 再

健
全
化
判
断
比
率

24
年
度
職
員
採
用

道
路
災
害

学
校
再
編（
中
学
校
）

本
庁
舎
建
設

林
業
振
興

平成21年度 高知県木材加工流通施設整備事業（池川木材工業）
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Ｑ
＆Ａここが聞きたい

－第 4 回（7月）臨時会－

第4回臨時議会を7月13日に開催し、2議案を原案どおり可決した。

■
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

４
１
５
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
62
億
２

６
４
９
万
１
千
円
と
す
る
。

問
　
山
口
議
員

19
節
の
説
明
を
、
詳
し
く
。

答
　
竹
本
企
画
課
長

集
出
荷
支
援
事
業
は
県
の

補
助
金
を
使
い
農
産
物
の
集

出
荷
体
制
を
構
築
し
、
フ
ー

ド
プ
ラ
ン
と
、
そ
の
他
の
団

体
も
検
討
中
で
200
万
円
の
補

正
。産

業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事

業
は
、
池
川
地
区
の
茶
農
家

の
婦
人
グ
ル
ー
プ
に
備
品
購

入
や
、
製
品
開
発
、
流
通
、

経
営
の
指
導
に
150
万
円
の
補

正
。

問
　
山
口
議
員

経
営
母
体
は
。

答
　
企
画
課
長

（
株
）
池
川
茶
園
を
立
ち

上
げ
て
、
代
表
者
は
山
中
氏
、

茶
農
家
の
婦
人
６
人
。

問
　
山
口
議
員

出
荷
、
収
集
す
る
農
家
数

は
。

答
　
企
画
課
長

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
に
野
菜
を

出
し
て
い
る
清
流
市
組
合
に

声
掛
を
け
て
い
る
。

具
体
的
な
数
は
出
て
い
な

い
。

問
　
山
口
議
員

経
営
指
導
は
、
だ
れ
が
行

う
の
か
。

答
　
企
画
課
長

商
人
塾
の
先
生
で
、
今
年

度
だ
け
、
直
接
指
導
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
山
口
議
員

今
の
団
体
が
、
ど
の
範
囲

で
や
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
企
画
課
長

工
房
の
店
頭
、
ゆ
の
森
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

の
販
売
を
し
て
い
る
。

10
月
位
に
工
房
で
も
始
め

る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
橋
本
議
員

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
の
手
数
料

が
高
い
と
聞
い
て
い
る
。

作
っ
て
出
し
て
も
利
益
が

上
が
ら
ん
、
そ
の
う
え
で
集

荷
料
を
徴
収
す
れ
ば
、
農
家

に
厳
し
さ
が
増
す
の
で
は
な

い
か
。

答
　
企
画
課
長

集
荷
手
数
料
は
こ
の
補
助

事
業
で
負
担
。

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
の
手
数
料

は
、
こ
の
補
助
事
業
で
カ
バ

ー
で
き
な
い
が
フ
ー
ド
プ
ラ

ン
と
検
討
す
る
中
で
少
し
で

も
農
家
に
、
お
金
が
入
る
考

え
方
で
お
願
い
を
し
た
い
。

問
　
橋
本
議
員

プ
リ
ン
は
高
価
と
聞
い
て

い
る
が
、
価
格
は
抑
え
ら
れ

な
い
か
。

味
は
良
か
っ
た
。

答
　
企
画
課
長

手
作
り
で
地
元
産
の
食
材

を
使
う
こ
と
で
、
高
級
志
向

の
ス
イ
ー
ツ
の
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
の
で
、
今
の
プ
リ

ン
は
、
そ
う
い
う
方
向
で
と
、

ま
た
新
し
い
製
品
を
開
発
し

て
い
く
中
で
、
お
土
産
と
し

て
気
軽
に
買
え
る
よ
う
な
も

の
も
、
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
施
設

指
定
委
託
料
31
万
円
の
根
拠

は
。

答
　
企
画
課
長

寺
村
の
災
害
で
大
板
に
別

便
を
走
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
大
板
で
の
利
用
者
が
、

５
人
か
ら
６
人
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

一
番
費
用
が
掛
か
る
想
定

で
タ
ク
シ
ー
の
片
道
２
、
８

７
０
円
程
度
で
、
そ
の
往
復

分
、
週
一
回
、
復
旧
工
事
が

６
カ
月
位
で
算
出
し
て
い
る
。

問
　
山
口
議
員

立
木
売
り
払
い
収
入
と
場

所
は
。

答
　
大
野
産
業
建
設
課
長

長
坂
山
の
森
の
工
場
で
、

面
積
は
約
13
ha
を
森
林
組
合

が
１
、
０
３
０
„
の
搬
出
間

伐
を
行
い
、
収
入
が
388
万
円
。

（
全
員
　
可
決
）




